



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真13 本郷喜之床正面外観 写真14 本郷喜之床背面外観
写真15 本郷喜之床1階室内 写真16 本郷喜之床2階室内
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日からは父も加わり，翌43年10月4日には長男も誕生す
る。喜之床は図－8の1階現状平面図に示す通り，正面
間口の大半を「ミセ」つまり理髪店が占めている。しか
し左端3尺分のみが通路として確保されていた。背面に
は引き違い戸を構えた出入口（写真－14参照）が，別に
ある。2階で生活をする啄木家族が階下へ下りる際は，
階段の前の「3畳」が通路となる。この急な階段の昇降
が，長男出産後に体力の衰えた妻や胸を病んでいく母や
啄木自身にとって負担となる。このため石川家は，明治
44年8月7日に小石川区久堅町74－46の平家建て住宅へ
転出した。なお，この本郷喜之床の建築年代は，明治末
年頃といわれる。したがって啄木一家は，新築間もない
理髪店の2階へ入居したことになる。
喜之床は現在，愛知県犬山市内丸1番地に所在する財
団法人博物館明治村のⅣ号地と呼ばれる一角に移築さ
れ，良好な状態で展示公開されている。北隣に建つ小泉
八雲避暑の家と並んで明治期の木造建築物群を構成して
いる。八雲避暑の家は，かつて静岡県焼津市城之腰に明
治初年に建てられた。避暑の家も喜之床も，現状では東
方向に主出入口を向けている。この位置から50ｍほど東
側に，入鹿池がある。焼津にあった当時から東方向に駿
河湾を望むロケーションであった点を尊重している。喜
之床は，そのような小泉八雲避暑の家と並んで配置され
ている。別件であるが，本郷喜之床は平成25年に「理容
遺産」に選定された。
Ⅷ．む す び
以上述べてきたように，石川啄木にゆかりをもつ現存
する建築物の中から，常光寺の啄木生誕の間，宝徳寺啄
木生い立ちの間，旧渋民小学校の校舎，啄木新婚の家，
斉藤トメ家，本郷喜之床の6棟について報告した。本稿
図9 本郷喜之床2階現状平面図
図8 本郷喜之床1階現状平面図
歌人・石川啄木ゆかりの建築物と啄木ゆかりの地における歴史的環境
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において全建築物の現状平面図を掲げた。新婚の家につ
いては復原平面図を示すこともできた。さらに紙面の許
す範囲内で調査時の4×5インチ版写真などをも掲載す
ることができた。資料的な価値が少しでも高いことを念
願している。今後とも石川啄木と建築物の関わりを調
査・研究していきたいと考えている。
本稿をまとめるに際しては，実に多くの方々の御協力
を賜った。日照山常光寺御住職，萬年山宝徳寺令夫人，
財団法人「石川啄木記念館」の嶋千秋館長（調査当時），
現館長の森義真先生，財団法人盛岡観光コンベンション
協会の大野道夫氏，財団法人博物館明治村の館長（当
時：写真－13）であり名古屋大学名誉教授の飯田喜四郎
先生，北海道教育大学札幌校および北翔大学元教授の
佐々木茂喜博士（医学）はじめ関係各位からひとかたな
らぬ御指導，御力添えをいただいた。加えてまちづくり
への深い思いを，銀座金春通り会の元会長・勝又康雄氏
ご夫妻からは逝去後なお今更のように教えられた。それ
から当調査研究に際しては，北翔大学北方圏学術情報セ
ンター（通称：ポルト）より特別研究として御承認いた
だいた。その際には関係各位から深甚なる御高配を賜っ
た。末尾になってしまったが，この紙面を借りて心より
感謝の意を表するものである。
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